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1.1.1.1.はじめにはじめにはじめにはじめに    

 現在、家畜糞尿は年間で約 8800 万ｔが排

泄され、平成 16 年において排泄物の 90％が

堆肥化、液肥化など農地還元可能で有効な処

理が行われている。しかし、不適切な農地還

元により地下水汚染、N2Oガスの発生による

地球温暖化、オゾン層の衰退の原因となって

いる。糞尿散布による窒素の動態を把握する

ことは地球環境の保全や家畜糞尿の適切な管

理という立場から重要である。 

 本研究では、家畜糞尿連用牧草地において

地下水中の無機態窒素と N2O ガスを同時に

測定することで糞尿散布による窒素の動態を

検討した。N2O発生に及ぼす影響因子を把握

するため、現地での調査並びに野外実験と室

内実験を行った。 

2.2.2.2.測定・実験方法測定・実験方法測定・実験方法測定・実験方法    

(1)(1)(1)(1)調査地の概要及び測定時期調査地の概要及び測定時期調査地の概要及び測定時期調査地の概要及び測定時期    

 調査及び野外実験は、岩手県滝沢村大石渡

の牧草地（リードキャナリーグラス）で行っ

た。試験地の面積は約 2haで、北西から南東

方向に約 5.5 度の傾斜地である。2005 年 9

月 9日～10月 6日に野外実験を、2005年 10

月 14日～11月 16日まで野外調査を行った。

尚、尿散布はそれぞれ 9 月 12 日、10 月 17

日、堆肥散布は 10月 21日である。 

(2)(2)(2)(2)野外実験及び野外調査方法野外実験及び野外調査方法野外実験及び野外調査方法野外実験及び野外調査方法    

 営農活動に伴う糞尿散布後の野外調査とは

別に独自に野外実験を行った。No.6 と No.3

の井戸をそれぞれ中心とし 3ｍ×3ｍの正方 

 

 

 

形試験区をつくり、牧草を刈り取った。そこ

に通常散布される相当量（36kg）の尿をじょ

うろで均一に散布した。ガスの測定はクロー

ズドチャンバー法を用いて行った。野外調査

ではNo.6とNo.3の上流側の等距離直線上に

No.1を設け、3ヶ所を対象にクローズドチャ

ンバー法（大出、2005）を用いてガスの測定

を行った。共に No.3と No.6の井戸から地下

水を採取した。GC で N2O、CO2、CH４を、

ICで陰イオン（NO2-N、NO3-N）を、CEで

陽イオン（NH4+）を測定した。 

 なお、影響因子検討のための室内実験の実験

方法、結果及び考察については発表の際に述

べる。 

3.3.3.3.結果と考察結果と考察結果と考察結果と考察    

(1)(1)(1)(1)野外実験野外実験野外実験野外実験    

Fig.1に N2O fluxと降水量の経時変化を示

す。N2O は散布後すぐに発生した。降雨後

N2Ofluxが上昇する傾向から降雨と連動して

いることが考えられる。野外実験では散布後

約 26 日間で N2O flux がなくなった。Fig.2

に地下水の無機態窒素の経時変化を示す。尿

散布後 NH4-N が増加し、その後減少すると

同時に NO3-N の増加が見られる。NH4-N が

減少し NO3-N が増加していることから、尿

散布直後の N2Oの発生は NH4-Nの酸化反応

によると考えられる。その後の無機態窒素は

NO3-N が支配的であり、NO3-N の還元反応

による N2Oの発生と考えられる。降水は土壌

中で大気中の酸素の供給を低下させるため、 
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NO3-N の還元反応を促進し、N2O ガス発生

を助長すると考えられる。 

(2)(2)(2)(2)野外調査野外調査野外調査野外調査    

Fig.3は野外調査における N2O fluxと降水

量の経時変化を示している。野外実験同様尿

散布後すぐに N2O flux が高くなり、降雨と

連動して fluxが高くなる傾向を示した。堆肥

散布 3日後に高い fluxを示した。尿散布後ほ

とんど降雨がなく堆肥散布後に大量の降雨が

あるため降雨によるものか堆肥散布によるも

のかはわからない。堆肥散布直後の fluxが低

いことからも、すぐに N2Oガス発生に影響し

ないと考えられる。野外実験に比べ野外調査

では flux は堆肥散布後を除いて低い値を示

しており、地温が低下したことの影響が考え

られる。Fig.4 に地下水中の無機態窒素の経

時変化を示す。NH4-Nはほとんど見られなか

ったが NO3-Nの上昇時に N2O fluxも上昇し

ており、野外実験と同様の傾向を示している。 

4.4.4.4.終わりに終わりに終わりに終わりに    

 今回の実験・調査では、尿散布後牧草地に

おいて N2Oがすぐに発生するという 2004年

の調査結果(大出、2005)では得られなかった

現象を捉えることができた。尿散布後数日以

降の N2O ガス flux 値の上昇は、降雨と関連

が深いことがわかり、降雨後に N2O発生が増

加する傾向が得られた。水分量を変えた室内

実験からも、この N2Oガス発生機構を支持す

る結果が得られた。    

 本研究では、春から夏の野外データが無い

ことから今後は、野外でのデータを蓄積し、

年間の窒素の動態を把握することが必要であ

る。 
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Fig.4 井戸No.6地下水の窒素の経時変化（野外調査）
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Fig.1 No.6のN2Ofluxと降水量の経時変化(野外実験）
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Fig.3 No.6のN2Ofluxと降水量の経時変化(野外調査）

0

0.005

0.01

0.015

0.02

0.025

0.03

0.035

10
月

14
日

10
月

16
日

10
月

17
日

10
月

19
日

10
月

21
日

10
月

23
日

10
月

25
日

10
月

27
日

10
月

29
日

10
月

31
日

11
月

2日

11
月

4日

11
月

6日

11
月

8日

11
月

10
日

11
月

12
日

11
月

14
日

11
月

16
日

時間（日）

ｆl
u
x（

g/
m

2
/
h
)

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

45.0

50.0

降
水

量
（
m

m
）

降水量

N2Oflux

尿散布

堆肥散布

Fig.2 井戸No.6地下水の窒素の経時変化（野外実験）
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Fig.1 N2O flux and rain fall at No.6 (field test) 
Fig.2 Nitrogen in ground water at No.6 (field test) 

Fig.3 N2O flux and rain fall at No.6 (field survey) 
Fig.4 Nitrogen in ground water at No.6 (field survey) 


